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インターバンクの声 （2016 年 10 月 6 日） 
 

10 月に入って早くも 3 営業日を終えた為替相場だが、週初から米経済指標の結果

に敏感に反応する場面が多くなっている。多くの人たちは、今月の相場の山場は７

日(金)の米雇用統計後に訪れると思っていたようだが、ドル円は重いとされていたド

ルの上値 102 円台中盤はおろか、昨夜は 103 円台の半ばも越えて来た。週初めの

月曜日は、中国が国慶節のため休みに入っていたこともあり、アジア市場では大き

な変化は見られなかったが、ニューヨーク市場で 9月の米ＩＳＭ製造業景況指数が 2

ヵ月ぶりに景況判断の節目となる 50 を回復した後からドル買いが始まった。昨夜もＩ

ＳＭ非製造業景況指数が前月や予想値を大きく上回る結果を示したことで、評価が

分かれた ADP 雇用統計後にいったん 102 円に戻っていたところから一気に 103 円

台中盤へと急上昇した。今年の投票権は持たないものの、複数の米地区連銀総裁

から年内の利上げに前向きな考え方を示す発言が続いていることも多少影響してい

るようだ。株価もしっかり、原油価格も50ドル近くへ戻していることもドルを買いやすく

させているが、この相場展開で怖いのが明日の雇用統計結果が失望になることだ。 
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